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齋藤純平. 喘息におけるnon-type2炎症の病態と期待されるバイオマーカー. 第2回日本喘息学会総会学術大会; 
20210717; 大阪. 
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齋藤純平. 閉塞性肺疾患における好中球性炎症のバイオマーカー. 第70回日本アレルギー学会学術大会; 
20211008; 横浜/Web. 
 
谷野功典. 過敏性肺炎診断における血中鳥特異的 IgGの臨床的な役割について. 第70回日本アレルギー学会学術

大会; 20211009; 横浜/Web. 
 
〔特別講演〕 
 
齋藤純平. デュピクセントが切り開く新たな重症喘息治療～生物学的製剤をどう選択するか～. AIRWAY Meeting; 
20210123, 20210207, 20210226; Web. 
 
齋藤純平. これだけはおさえておきたい！～喘息の吸入療法～. Asthma Live Seminar in Fukushima; 20210311; 
福島. 
 
齋藤純平. 良好な喘息コントロールを得るために必要な抗炎症療法とそのモニタリング. 東北レルベアWEB講演

会; 20210322; Web. 
 
齋藤純平. Type2炎症のバイオマーカーを用いた重症喘息治療への取り組み～当科における生物学的製剤の治療成

績を含めて～. IgE Forum 2021; 20210415; Web. 
 
齋藤純平. 福島県内のアレルギー診療充実に向けて. Fukushima Allergic Seminar; 20210520; 福島. 
 
齋藤純平. これだけはおさえておきたい！～気管支喘息の診断と治療～. 米沢市医師会学術講演会; 20210526; 
Web. 
 
谷野功典. サルコイドーシスの呼吸器病変を考える. 難治性疾患研究会～サルコイドーシスにおける臓器別病態の

理解を深める～; 20210628; 福島. 
 
齋藤純平. 好酸球の視点から見る重症喘息の治療戦略. 重症喘息治療を考える会; 20210707; 福島. 
 
齋藤純平. Type2炎症のバイオマーカーを用いた重症喘息治療への取り組み～トリプル製剤と生物学的製剤のポジ

ショニング～. Asthma Forum in East Saitama; 20210712; Web. 
 
齋藤純平. 喘息の長期管理において吸入薬をどう使い分けていくか？～デュアル製剤か？トリプル製剤か？～. 第
40回西横浜喘息・COPD懇話会; 20210910; Web. 
 
齋藤純平. 重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略. Sanofi Asthma Treatment Strategy 
Forum WEB; 20210927; Web. 
 
齋藤純平. 喘息の吸入薬の選択～デュアルとトリプルどちらを選択するか？～. GSK Asthma Web Seminar; 
20211025; Web. 
 
齋藤純平. 重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略. 第3回多摩重症喘息治療研究会; 
20211028; 東京. 
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〔その他〕 
 
河俣貴也, 二階堂雄文, 佐藤佑樹, 東川隆一, 齋藤美加子, 冨田ひかる, 峯村浩之, 齋藤純平, 金沢賢也, 
谷野功典, 柴田陽光. Capillary leak syndromeが疑われステロイドパルス療法により救命できた膿疱性乾癬の一

例. 第112回日本呼吸器学会東北地方会; 20210313; Web. 
 
鈴木康仁. 喘息治療の総論と重症喘息に対する生物学的製剤. サノフィ社内講演会; 20210428; 福島/Web. 
 
力丸真美. デュピルマブを投与した重症難治性喘息患者のまとめ. Fukushima Allergic Seminar; 20210520; 福島

/Web. 
 
鈴木康仁. 喘息治療の総論と重症喘息に対する生物学的製剤. アストラゼネカ社内講演会; 20210526; 福島/Web. 
 
鈴木康仁. 喘息の診断・治療とCOVID-19の総論・治療について. Respiratory CARAVAN in TOHOKU; 
20210604; 福島/Web. 
 
峯村浩之, 金沢賢也, 梅田隆志, 二階堂雄文, 佐藤佑樹, 河俣貴也, 森本樹里亜, 冨田ひかる, 斉藤美加子, 
力丸真美, 東川隆一, 鈴木康仁, 齋藤純平, 谷野功典, 柴田陽光. クライオバイプシーを用いた経気管支肺生

検により遺伝子パネル検査でKRAS遺伝子変異を検出できた浸潤性粘液産生腺癌の一例. 第60回日本肺癌学会東

北支部会／第47回日本呼吸器内視鏡学会東北支部会; 20210731; Web. 
 
大沼巧, 鈴木康仁, 峯村浩之, 東川隆一, 佐藤佑樹, 二階堂雄文, 金沢賢也, 齋藤純平, 谷野功典, 柴田陽

光. 胃粘膜下の胃癌が原発と考えられ、皮膚転移を来した癌性リンパ管症の１例. 第224回日本内科学会東北地方

会; 20210918; Web. 
 
渡邉菜摘, 谷野功典, 佐藤佑樹, 二階堂雄文, 東川隆一, 河俣貴也, 佐藤理子, 山田龍輝, 大沼巧, 冨田ひ

かる, 斎藤美加子, 力丸真美, 梅田隆志, 森本樹里亜, 鈴木康仁, 峯村浩之, 齋藤純平, 金沢賢也, 柴田陽

光. 血清 IgG4高値と抗リン脂質抗体陽性を示し肺野多発結節影を呈した1例. 東北びまん性肺疾患研究会; 
20211106; 福島. 
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